
博士前期課程 

(修士課程) 

495人 

75% 

日本人 

108人 

 65% 

 

 留学生 

 58人 

    35% 

博士後期課程 

(博士課程) 

166人 

25% 

大学院在学者数の内訳 

（H26.5現在） 

長期インターンシップのご紹介 
企業で活躍したい博士人材をご支援ください 

 東京海洋大学の大学院の専門分野は多岐に渡ります 

 大学生の1/3が大学院に進学し、その1/5が博士課程に進学しています 

 博士課程の1/3が外国人留学生です 

 博士課程の約40%は女子学生です 

❏ 社員の新しいキャリアパスとして博士人材を検討してみませんか？ 

 博士号保持者は大きな可能性を持った優秀な人材です 

 グローバル化に伴う外国人社員の採用に際しても最適な人材です 

語学に堪能で現地の文化や市場を熟知しており、国立大学で博士号を取得した 
留学生の採用を検討してみませんか。 

 人柄と働きぶりを実際に｢見て･試す機会｣が長期インターンシップです 

❏ キャリア開発室が博士人材の育成を全面支援しています 

博士人材のキャリア開発 
博士になって企業で活躍しよう！ 

❏ 東京海洋大学は博士人材のキャリア開発事業に取り組んでいます 

海洋環境学 海洋生物資源学 食品生産科学 海洋政策文化学  

海洋システム工学 海洋電子機械工学 流通情報工学 

高度な専門的教育 

「海を知り、海を守り、海を利用する」 

人材育成ミッション 

海中 
ロボット 

水産資源 
利用 

食の流通 

保存･冷凍 

海洋観測支援 

海上輸送 
再生可能 
エネルギー 

利用 

航海計器 

海底資源 
開発 

舶用機械 

海洋環境調査 環境アセスメント 

物 流 
沿岸域 

管理･利用 

増養殖 
食品加工 

海洋政策 

 高度専門キャリア形成論 

各界の第一線で活躍する方々をお招きして、実際のビジネスについてご
講演いただくことで、自分の専門とは異なる様々な知識やスキルを直接
学ぶことができます。 

 長期インターンシップ 

企業･研究機関様で実際に就業体験することで、社会的な視野が拡がり、
自分の専門性が社会にどう貢献できるかを実践で知ることができます。 

 キャリア相談 

様々な理由でキャリア形成が遅れたり、将来に不安を感じている学生や
ポスドクを早期支援することで、進路選択が主体的にできるようになる
ことが期待できます。 



❏ 長期インターンシップで人柄と能力を見てみませんか？ 

受入企業の担当者様からは、「博士に対する意識が変わった」と多数の声が寄せられています。 

 博士人材の採用には一定の距離をおいていたが … 

｢視野が狭く、コミュニュケーションに欠けるのではないか｣ 

｢博士人材は専門性に拘り過ぎるのではないかという先入観があった｣ 

 実際に研修生を受け入れてみて全く違うということを認識した 

｢博士が大学で培った先端的技術は、企業にも非常に刺激的であった｣ 

｢想像以上に協調性があり、博士のイメージが大きく変わった｣ 

｢今後も継続して長期インターンシップの研修生を受け入れたい｣ 

 大学が社会人マナーやビジネスルールを事前に指導してくれた 

｢講義･ワークショップやセミナーは企業にとっても魅力的｣ 

｢今後は博士人材の育成に積極的に協力したい｣ 

 企業はグローバルに活躍できる人材を求めている 

｢留学生も含めて長期インターンシップに協力したい｣ 

｢高い能力を持ち、国際的な場で働ける人材をぜひ輩出して欲しい｣ 

❏ 長期インターンシップの概要 

 受入企業様の状況に応じて個別の打ち合わせで決定します 

✽ 給与(ポスドクのみ)と交通費は大学が支給します 

✽ 遠隔地で就業する場合には往復の交通費が大学から支給されます 

✽ 海外での研修も可能です 

✽ ３箇月の研修期間を分割して実施することや就業条件等にも柔軟な対応が可能です 

※ 詳細については、キャリア開発室までお問い合わせください。 

❏ 長期インターンシップの実績  

 事業開始から着実に研修希望者が増えています 

博士人材のキャリア開発 
博士になって企業で活躍しよう！ 
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(H26.7現在) 



❏ 長期インターンシップの事例 

 事例のご紹介 

キャリア開発室の特任教授と担当者が、研修生と企業様の間に立って、交渉や事務手続等
の全般に対応しています。 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

❏ 研修を修了した博士たちの共通した生の声 

 様々な考え方や仕事に対する姿勢を肌で体験できた 

｢専門知識も然る事ながら、その応用力も求められることが多かった｣ 

｢社会に出て仕事をするためには、自分に何が不足しているかを具体的に実感した｣ 

｢企業においても、自分の知識や経験を活かせることが分かった｣ 

 企業での就業は、これまでのイメージとは異なることに驚かされた 

✽ 限られた時間内に業務をこなすスピード感 

✽ 情報を正しく伝達し、共有できるコミュニケーション能力 

✽ 社員の熱意と妥協しない強い意志 

 顧客が何を望んでいるかを理解しなければ、価値のある問題解決には なりえない
ことを学び、顧客目線で考えることの大切さを痛感した 

 企業に対するイメージが大きく変わり、研究職だけでなく企業への就職も選択肢と
して考えるようになった 

｢今後のキャリアパスを見据え，専門分野に囚われない広い視野と知識を得ることを常に
意識するようになった｣ 

｢自分の知識・認識に偏りが生じていることが確認できた。今後は、幅広い分野の情報も
積極的に収集して能力とスキルを磨きたい｣ 

｢研究で培ってきたものを忘れず、社会で求められる能力を磨き続けたい｣ 

事例②:Bさん 
【 博士課程１年・男性 】 

事例①:Ａさん 
【 ポスドク・留学生・男性 】 



❏ キャリア開発室の広報活動のご紹介（ホームページ、ニュースレター等） 

 ホームページから詳細をご覧になれます 

 www.kaiyodaicareer.com/ 

 ニュースレター（隔月）で講義のハイライト等を読むことができます 

 各種のパンフレットやリーフレットをダウンロードできます 

※ ご意見･ご質問等は、お気軽に下記の連絡先までお問い合わせください。 

【 お問い合わせ先 】 

国立大学法人 東京海洋大学 
キャリア開発室 

電  話 ：03-5463-0575 

Email ：career@m.kaiyodai.ac.jp 

H P ：http://www.kaiyodaicareer.com/ 


